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社会的遊び 85．41　　　　　　　　　38．54 78．64　　　　　　　　　30．70 NS
平行遊び 42．24　　　　　　　　　21．52 36．76　　　　　　　　　23．24 ＊＊
一人遊び 52．06　　　　　　　　　21．74 40．53　　　　　　　　　28．24 ＊
遊びの種類＝
大型遊具 57．53　　　　　　　　　49．03 10．59　　　　　　　　　16．48 ＊＊
テーブル遊び 35．00　　　　　　　　　　38．50 62．06　　　　　　　　　　21．99 ＊＊
遊び中の行動＝
接触を求める 8．47　　　　　　　　　　6．42 1．24　　　　　　　　　　2．19 ＊＊
注意を求める 5．18　　　　　　　　　　　3．05 20．18　　　　　　　　　　8．58 ＊＊
身体的接触 18．82　　　　　　　　　　12．33 22．65　　　　　　　　　21．83 NS
話しかける 44．53　　　　　　　　　33．81 120．59　　　　　　　　　　33．93 ＊＊
見つめる 66．94　　　　　　　　　32．03 250．12　　　　　　　　　28．45 ＊＊
ふざけっこ 3．94　　　　　　　　　　7．ll 3．35　　　　　　　　　　4．40 NS
攻撃行動 3．35　　　　　　　　　　　5．02 2．65’　　　　　　　　2．94 NS
物の取り合い 3．41　　　　　　　　　　5．Ol 2．88　　　　　　　　　　5．87 NS
動く・移動一静止 125．76　　　　　　　　　47．77 ！42．18　　　　　　　　　27．43 NS
他の子供への接近 19．65　　　　　　　　　　6．45 41．24　　　　　　　　　18．58 ＊＊
Aatomanipulation 30．59　　　　　　　　　　17．97 7．18　　　　　　　　　　9．33 ＊＊
その他 15．59　　　　　　　　　　　8．12 61．0　　　　　　　　　40．09 ＊＊
＊＊ 吹メDOl，・p＜．05，　p＜．10，　NS有意差なし。
観察はいわゆる「休み時間」に行われたのに対して日本では台湾における「正課」の時間
中に行われたことによると考えられる。フォーマルな教育とインフォーマルな教育の違い
による幼児の遊び行動の違いと考えられる。
遊び中の行動
　‘接触を求める’と‘Alltomanipulation’の行動が台湾の幼児に日本の幼児よりも頻繁
にみられ（x＝8．47，df＝1，　p〈0．Ol；x＝13．29，　df＝1，　p＜0．Ol），日本の幼児の方が台
湾の幼児よりも‘注意を求める’・‘話しかける’・‘見つめる’・‘他の子供への接近’の行動
カテゴリーにおいて頻繁に観察された（x＝ll．53，　df＝1，　p＜0．Ol；x＝17．00，　df＝1，　p＜
0．Ol；x＝7．56，　df＝1，　p＜0．Ol；x＝7．12，　df＝1，　p＜0．Ol）。台湾の幼児と日本の幼児と
では他への関心の示し方に差があることが明らかにされた。
　幼稚園児の遊び行動には親の教育観が影響すると考えられる。両国の親の教育に対する
関心との関係を明らかにすることが今後の課題となる。
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注1）台北市に1963年8月に設立された幼稚園である。敷地面積は1224平方メートルである。幼稚園
　　のクラス数は年少児・年中児・年長児各学年とも普通クラスが2クラスつつあり，各クラスの定
　　員は30名である。年中児の学年からこの他に音楽クラスがそれぞれ1クラスつつ加わる。親の職
　　業は，音楽クラスの場合には教師・医師・自営業・管理職・薬剤師が多く，普通クラスの場合に
　　は商業が多い。本幼稚園は商業地域に位置していて，園児は殆どこの近辺から通園している。職
　　員は教師18名・その他4名である。遊具は，園庭には滑り台・ブランコ等の大型遊具が設置され
　　ており，教室にはピアノ・ままごと道具・積み木等の遊具が準備されている。台湾の幼児教育の
　　形態は，児童数の多さ・幼稚園の狭さのために一斉保育の場合が多く，本幼稚園も例外ではない。
　　ただし，時には，1クラスだけに固まらずクラスの垣根を取り払った遊びも行われている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1991年10月31日受理）
